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年号：1965年 

月日：6月 26日～7月 6日 

災害名：梅雨前線による大雨（昭和 40年 7月洪水）の概要 

 

球磨川位置図 

 

 

 

【梅雨前線による大雨（昭和 40年 7月洪水）の概要】 

・昭和 40年 7月の九州一帯を襲った梅雨後期の停滞前線による豪雨は、球磨川全域に豪雨

をもたらした。球磨川では 6 月 28 日ごろから雨が降り続き、7 月 2 日の夜半ごろから流

域の各地で 4～5時間に及ぶ豪雨となり、またたく間に増水し球磨川の至る所で氾濫した。 

（この大雨は 6月 26日から 7月 6日まで続いたとされている） 

・特に人吉市では市街地の 3分の 2が浸水するとともに 20数戸が流され、人吉水位観測所

では計画高水位を大幅に上回る水位(6.70m)を記録する大洪水になった。 

・鹿児島県では 199箇所のがけ崩れが生じ、2名が亡くなった。 

 

 

▼昭和 40 年 7 月洪水による球磨川水系の被災状況 

死者及び行方不明者 6 名 

流失及び全半壊戸数 1,239 戸 

床上浸水 2,847 戸 

 

 

 

出典：災害記録集「暴れ川 球磨川」（九州地方建設局 八代工事事務所、川辺川工事事務所） 

 

出典：国土地理院  

球磨川

川 
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【昭和 40年 7月洪水の被災状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲人吉大橋九日町下流 

▲球磨川胸川合流点付近 

▲最も被害が大きかった人吉市市内 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：災害記録集「暴れ川 球磨川」（九州地方建設局 八代工事事務所、川辺川工事事務所） 

▲天狗橋（人吉市大柿町） ▲西瀬橋（人吉市） 
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▼昭和 40 年 7 月洪水の人吉市浸水区域 

 

出典：資料「昭和４０年洪水による人吉市街部の浸水の状況について」（国土交通省） 

 

 下青井戸町 

人吉大橋 
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＜参考文献＞「暴れ川」球磨川 水害及び治水歴史」（九州地方建設局八代工事事務所、九州地方建設局川辺川工事事務所） 
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▼球磨川水系既住洪水の概要 

 

 

 

出典：「過去の洪水」九州地方整備局 八代河川国道事務所 HP 

 

原因 洪水被害の概要

昭和2年 1927年 －
家屋損壊・流出32戸

浸水家屋 500戸

昭和19年 1944年 －
家屋損壊・流出507戸

床上浸水1,422戸

昭和29年 1954年 台風
家屋損壊・流出106戸

床上浸水562戸

昭和38年 1963年 前線
家屋損壊・流出281戸

床上浸水1,185戸、床下浸水3,430戸

昭和39年 1964年 台風
家屋損壊・流出44戸

床上浸水753戸、床下浸水893戸

昭和40年 1965年 梅雨
家屋損壊・流出1,281戸

床上浸水2,751戸、床下浸水10,074戸

昭和46年 1971年 台風
家屋損壊・流出209戸

床上浸水1,332戸、床下浸水1,315戸

昭和47年 1972年 梅雨
家屋損壊・流出64戸

床上浸水2,447戸、床下浸水12,164戸

昭和57年 1982年 梅雨
家屋損壊・流出47戸

床上浸水1,113戸、床下浸水4,044戸

平成11年 1999年 台風 床上浸水3戸、床下浸水20戸

平成16年 2004年 台風 床上浸水13戸、床下浸水36戸

平成17年 2005年 台風 床上浸水46戸、床下浸水73戸

平成18年 2006年 梅雨 床上浸水41戸、床下浸水39戸

平成20年 2008年 梅雨 床上浸水18戸、床下浸水15戸

平成23年 2011年 梅雨 床上浸水4戸、床下浸水4戸

令和2年 2020年 梅雨 床上浸水4戸、床下浸水5戸

洪水発生年


